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はじめに
本稿は平成9 (1997）年8月21日（木）から同24日（日）の3泊4日間で、学生9名と共に
試みたホフマン窯注l）という特殊な煉瓦焼成窯による復原操業に関する報告である。参加した学
生は、 当時の金沢学院大学経営情報学部3年生の男子8名、女子l名の学生に加えて、筆者の
合計10名である。
このホフマン窯の所在地は、近世期には近江商人の故郷と して、また近代以降はメンソレー
タムを製造する近江兄弟杜の本拠地として知られる滋賀県近江八幡市内の船木町旧中川煉瓦工
場跡である。この中川煉瓦という煉瓦製造所は明治16年4月頃に湖東組注目として創業した。そ
の後おそらく明治20年代の末に中川煉瓦と改称した。さらに昭和9年、再び大晋煉瓦株式会社
と社名を変更する。
現在は操業していないものの、その滋賀県近江八幡市に古い形式の煉瓦焼成窯が残されてい
る。これは ドイツ人フリードリヒ・ホフマン（FriedrichHoffman、1818～1900）が1858年5月
27日に母国で特許を取得したといわれる特殊な、主として煉瓦焼成用の窯である。この連続焼
成可能な当時の新型窯は日本国内に4基しか現存しない。いずれも稼働していないが、その内
のl基が近江八幡の旧中川煉瓦に残る窯である。当時としては画期的で、あった、煉瓦の大量生
産用大型窯であるホフマン窯を使って、 学生たちを中心に復原操業を試みた。
この行為の最初の着想は、文科系の学生である経営情報学科と産業情報学科学生の手で、古
いタイプのしかも年代的に長期間放置されたままになっていた、歴史的な煉瓦窯の復原焼成作
業という問題点の多い試みが、可能なのか否かを確かめたい点にあった。当該ホフマン窯は、
その姿が大きいという条件も加わって、今回の復原操業が成功すれば地元の活性化に繋がるな
ど、地域への波及効果は大きいと考えられる。 加えて将来、企業の経営陣に加わっていく青年
たちが、ものづく りに参加して実物をつくり上げる達成感を味わう経験は、大きな意味を持っ
と考えた。これら2点のような問題意識は、今日の生涯学習社会においても共有することがで
きょう。専門外の老若男女が専門家たちと一緒になって、現場で本物に触れながら新鮮な体験
を積み重ねることこそが、生涯学習社会の目指す方向である。本稿では、学生諸氏が今回の体
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験を通じて見聞きし、手に入れることができた事項を報告したい。
なお当日の宿舎として利用した施設は、滋賀県近江八幡市円山町610番地の近江八幡ユース
．ホステルであった。
参加者の声
次に参加学生の体験記を掲載する。掲載順は経営情報学科・ 産業情報学科の順番と し、同一
学科内ではA・B順でDクラスまで、同じクラスならば学生個人の名簿順に採録する。以下、
紙面が許す限り各人の原文に忠実に掲げるものとする。
［友永康之］
近江八幡での合宿ではじめてゼミの活動に参加し最初は少し戸惑い気味だ、った。はっき り言
って、話をする友達はそんなに多く なかったし、 できることならそういう合宿とかは参加した
くなかった。しかしみんなで寝泊ま りするうちに回りの人達とも話をするよう になり驚くほど
自然に会話するようになった。何か普段のゼミの授業でも孤立気味だった自分がこの合宿でた
くさんの友達をつくったとおもう。できるだけ全員の人と話ができるようにと参加したが、八
幡に到着してその日の仕事は、 本当にきっかった。まさかいきなりレンガ積みをするとは思っ
ていなかった。その日は宿舎に帰って休むのかとおもった。 初日から、えらいハードゃなとお
もった。（中略）
次の日もレンガ積みで始ま り、ほんとにきっかった。現場は日陰がなく 、窯のなかは、何も
しなくても汗が吹き出してくる。タオルは必需品だった。ときたま何人かの人が窯の中を覗き
こんでブツブツと文句を言って帰っていくのに、 こいつらどついたろうかとおもった。そんな
むかつく話もあるが、だいたいは、楽しくはないがそれな りに仕事は面白かった。レンガを何
個積んで窯まで持って行けるとか、煙草を吸いながら、だりーとかいったり して何でもないこ
とが楽しかったし、それなりにみんなの顔にも笑顔があった。徹夜で窯に火を入れ交替で火の
みはりをやり半分を車の中で寝ていたことをおもいだす。ゼミの仲間と寝起きを共にし、共に
汗をかき一緒に一つの事をやりとげた近江八幡の合宿はプラスになる事がおおかった。 二度と
行きたくないけど、 一度はいってみたい合宿でした。 最後に帰る時の車のなかは、凄い盛り上
がっていた。何か僕と村浜と岩野の三人は凄い日がさえていて、話が止まらなかった。煙草を
吸いながら将来の事ととか、就職の事ととか、卒論の事などいろんな話をし、いろんな話を聞
けたことは、 学生生活の中でも貴重な体験だったとおもいます。
［橋本篤志］
昨年の八月二一日から二三日までゼミで滋賀県近江八幡市の旧中川煉瓦製造所にあるホフマ
ン窯の復興作業に行ってきた。作業の一日目は、復興した窯で焼く煉瓦を窯の中に運び、積み
重ねる作業を した。僕は窯の中に煉瓦を運ぶ作業をした。
日が暮れ出した頃に、一日目の作業を中断し宿に帰った。この日泊まったユースホステルは、
和風の一戸建風の建物で僕はこういう施設に泊まったのは、初めてだったので、少し新鮮だった。
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二日日は、午前から昼過ぎまで前日の残りの煉瓦を積み上げ、 夕方にさ しかかるころ、いよ
いよ窯に火を点けることになった。 新聞社やテレビ局の人達も見守る中、 点火された。その火
が消えない為に僕等は、交替で24時間、薪をくべる作業をした。
煙突の状態が不調だったらしく、窯の中は、火事のような状態でとても大変だった。僕は前
半だったので翌朝の六時位まで窯の番をしていた。
そして後半の人達と替わっても らい宿に帰り寝た。目が覚めたのは正午位だった。三日目と
はいっても、することは全て終わったので写真を撮り後片付けをした。そして昼過ぎに近江八
幡を後にした。
数日後、テレビ、新聞でこのニュースが取り上げられているのを見て、 めったに味わえない
経験が出来たという実感が湧いた。
［岩野優一郎］
八月二一日。滋賀県の近江八幡へ煉瓦を造りに出発する日だ。僕は旅行カバンを持って金沢
学院大学の二号館前にいた。集合時間が近くになるに連れて、ゼミのメンパーが続々と集まっ
てきた。これから起こる地獄の作業をまだ知らない僕らは皆、修学旅行気分でいた。メンバー
は二台の車に分かれて乗り、いよいよ出発だ。修学旅行気分の車内は、楽しい話で盛り上がっ
ていた。近江八幡までの途中、長浜に立ち寄り、街見物と昼食を取った。
さて、近江八幡に着くとまず、煉瓦造りの作業現場へと寄る事になった。 僕は、どんな場所
なのかと不安だったが、想像していた窯とは違っていたものの、案外広くて作業し易そうな場
所だったので安心した。しかしホッとしたのも束の問、「着替えろ ！」という先生の声が聞こえ
た。初日からはやらないだろうと思っていた僕らは唖然と していたが、作業は強行された。そ
の作業は焼かれる前の煉瓦を窯へ運ぶという単純なものではあったが、 煉瓦一つが思ったより
重く、さらに炎天下という条件も重なって非常に辛く厳しいものであった。
ある程度目途が付き、一日目の作業を終えると、僕らは時となるユースホステルへ向かっ
た。（中略）夕食を終え、風呂に入り、その日は寝る事にした。
さて翌日、二日目を迎え、朝から昨日の現場で作業すると思うと、とてつもなく憂欝だっ
た。作業現場に着くとそこではやっぱり昨日と同じ作業の繰り返しだった。 慣れてきた僕らは
自然と個々の役割がハッキリとし、作業はスムーズに進行された。
夕方にな り、窯に煉瓦を運ぶ作業を終えるといよいよ火入れだ。多くのお偉いサン方も集
まってきた。窯に火を入れると、その中は正に灼熱地獄だった。僕らは今までの煉瓦を運ぶ作
業から一転して薪を運ぶ作業に切り換えたO 昼間は太陽の暑さに、夜は窯の中の熱さに耐え
た。飲み物を補給しでも汗でみんな出てしまい、トイレへ一回も行かなかった。
一段落着くと、僕らはユースホステルへ帰り、少し体を休め、 次の作業は前半組と後半組の
二手に分かれて行われることになった。僕は前半組だ。再び作業現場へ戻り、僕は薪をくべる
作業に着いた。さっ きよりも窯の中は熱さと煙が増していた。僕は耐える事ができるギリギリ
まで炎の中へ薪を投げ込んだ。煙を沢山吸ったせいか、休憩中は水分を取るだけで煙草を吸う
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図－ 1 ホフマン窯1階平面図
図－2 ホフマン窯長辺断面図
m~- 
図－3 ホフマン窯短辺断面図 図－4 ホフマン窯短辺立面図
東京大学藤森研究所⑥
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気にならなかった。
時間が経つに連れて僕は休憩を取るペースが速くなってきた。僕はそのう ちう っかり寝てし
まい、ついには後半組が交代に来るまで熟睡してしまった。
三日目の朝を迎え、後半組と入れ代わりでユ スーホステルへ戻ると僕は真っ先に風呂に入
り、即行で寝た。
夕飯の時間になると後半組も戻ってきた。みんなで最後の夕食だ。この三日間の話で盛り上
がり、その後はユースホステルの前に設けられているボー ト小屋で、宴会を聞いた。僕らは夜遅
くまで飲んだ。
四日目。いよいよ最終日だ。三日間の疲れと二日酔いの体にムチ打って起きてみると、外は
晴天だった。朝食を取り、ユースホステルを出た。最後に再び作業現場に寄り、関係者のみ々
と挨拶を交わし、金沢へ帰る事にした。僕らにやっと笑顔が戻った瞬間だった。
帰り道は街見物をしたりして、のんびりと車を走らせた。車内では気持ちが楽になったせい
か、会話が弾んだ。
夕方になり、 いよいよ金沢に入り大学に到着すると、本当にホッとした。今までの辛かった
作業もこの時ばかりはよい思い出に感じた。同時に達成感も生まれたO 行って良かったとも思
った。
何年かして、この四日間の思い出をホフマン窯の前でみんなで語り合いたい。
［四手井亮平］
去年の夏、近江八幡市で体験した、ホフマン窯の復活はとてもいい記念になったことと共
に、 素晴らしい体験をしたなと心から思います。
初めてまじかにホフマン窯を見たときは、こんな物で煉瓦が作られていたのかと疑ってしま
うほど荒れ果てていました。近江八幡市へ行く前に学校で見た煉瓦の窯の写真はかな り立派な
物だ、ったので、 写真とホフマン窯を比べるとやはり学生のー夏の思いでずくり程度なのかと思
ってしまいま した。
しかし、ホフマン窯はほかに全国に3ヶ所あり、いずれも現在は使われていません。そのう
ちのひとつを30年ぶりに復活させたということであのように新聞などで取り上げられるとは思
ってもいませんでした。
30年前までは僕等のしたこととおんなじ方法で煉瓦を作っていたのかと思うと、 昔の人はも
のすごく大変な思いをして煉瓦ずくりをしていたのだなということを身をもって体験できたこ
とを誇りに思います。
今でこそ笑ってその時のことを話し合えますが、あの時は本当にしんどかった。もうそれし
か口からでてこないほどでした。行った時は真夏だったのですが、 ホフマン窯の中で煉瓦を積
んでいて、何かあったときに窯からでると、外の空気がすずしく感じられました。中で煉瓦を
積んで、いる時は、風が流れていないのと、中がみんなの熱気と、湿気でサウナの中にいるよう
な感じで、休憩の時に水分をたっぷりとってもトイレには一回も行かなかった、 それく らいの
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汗がからだの皮膚という皮膚からあふれだしていま した。その後宿に帰るとやせたかな？と錯
覚するほど汗がでました。
煉瓦を積んでいてどうしてもうまく行かなかったのが、まっすぐに煉瓦をたてることでし
た。下の地面がガタガタなのに30年前まではどのよう にして立てていたのか知りたかったので
すが、自分たちでは結局わからないままになってしまいました。どう しても隣のれんが同士が
上に行くに従ってくっついてしまい、それが空気の流を悪くしたせいもあって後からでてきた
煉瓦がうまく焼けてなかったのかなと思うと、2日目に煉瓦を積んでいたぼくは責任あるなと
送られてきた煉瓦を見た時に思いました。でもぼくたちは、そう ゅう経験があったわけではな
いのにしてはうまく積み上げたのでは？とぼく的には思っています。
そして次の日から、僕等が火の番をすることになったのですが、前の日の晩に前のチームが
火の番をしているのをのぞきに行った時は、もう自分たちが煙にいぶされているかのよ うな感
じで、ものすごいところで30年前まではやっていたのだなあと感心しました。本当は、 窯から
でた煙は窯の真ん中からでていた大きな煙突から抜けていくはずなのに、それから抜けていか
なかっただけでした。しかし本当にひどい環境の中でやっていたと思います。それだからこ
そ、より思い出に残っているのだとも思いますが。でも、本当にいい貴重な体験をさせていた
だきありがと うございました。
［菅谷 徳大］
平成9年8月21日から24日の4日間をかけて、明治末期に造られ、1967年に閉鎖された後に
放置されていた滋賀県近江八幡市船木町の旧煉瓦工場のホフマン式輪窯で煉瓦焼成を復原操業
した。「ホフマン窯」に30年ぶりに火がともるということで、地元の新聞社など各紙の記者が取
材に訪れていた。
21日の午前9時30分に大学を出発して、加賀産業道路から高速を使い現地へ向かった。途
中、滋賀県の長浜市において昼食を兼ねた町並み見学を行い、滋賀県の近江八幡に到着したの
は、夕方であった。現地に着いて、 参加予定の2人が加わり総勢10人での作業が開始された。
最初に、「ホフマン式輪窯」を見たときには、さすがにそのスケールの大きさに驚いたが、すで
に用意されていた6000個にも及ぶ煉瓦を、窯の中に移す作業が開始されてからは、感動をおぼ
える暇もなく、 ただ、ひたすら作業におわれていたというのが、正直な感想、である。 6000個の
煉瓦のう ちの約4分のlを窯の中に移し終えて初日の作業は終了となった。作業が終了した頃
には、あたりはすっかり暗く なっていた。 そこから、 宿泊先である円山町の近江八幡ユース・
ホステルへと向かった。（中略）
煉瓦を窯の中に移す作業も2日目ともなると、効率よく進めることができ、用意された煉瓦
すべてを窯の中に移すことはできなかったものの、22日の午後7時20分すぎに、いよいよ 「ホ
フマン窯」 に30年ぶりの火が入れられることとなった。 同日の夜からは、交代での作業となっ
たために窯に火が入る瞬間を見ることはできなかったが、どのよ うな煉瓦が出来上がってくる
のか楽しみであった。 3日目の作業は、 火がきえないように薪を絶やさず火の中に入れていく
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ことが、おもな作業となった。ほとんど密閉された状態の窯の中で火が消えないように管理し
ていくことは、かなり辛い作業であった。薪が燃えた時の煙に加え、炎による熱でかなり体力
を消耗することとなった。窯の中から外に出て煙草を吸った時にまった くと言っていいほど何
も感じなかったことは、かなり印象的な出来事であった。 最後は、 工場の持ち主である、中川
さんに全てを任せるかたちで近江八幡を後にすることとなった。
近江八幡市での4日間の作業は、今思い出してもどれもきついものばかりであったが、 普段
の生活の中では、けっして経験することのできない貴重な体験となった。 今まで何気なく日に
していた煉瓦も、焼成前と後では色も異な り雰囲気もまるで違うということも実感することが
できた。数日後に大学のほうに送られてきた煉瓦は、売り物になっている煉瓦とは、硬さにし
ても色の面においてもまるで違うものであったが、自分達の手で積み上げ焼成したという充実
感を得るには充分なものであった。参加者には、 1人に lっその煉瓦が配られたが、 今でも大
切な思い出の品の lつとなっている。
［曽山博史］
今年の夏、ゼミで煉瓦を焼きに滋賀県の近江八幡にいった。「ホフマン窯」が30年ぶりに復活
するということで地元の人たちも注目している様子で、様々な人たちが来ていて少々ピックリ
した。初めて手作業で煉瓦を焼くというより、まず普通で、はできない様な経験をゼミでは覚え
させてくれる。最初、みんなでわいわい交代で火を入れるなどと甘い考えをしていた私だった
が、それは現地に到着するやいなやすぐに吹っ飛んだ。さっそく 中に煉瓦を運ぶ、火が行き渡
るように締麗に煉瓦を積んで、いく。この作業がこんなに大変だ、とは思わなかった。なにしろ暑
い。日頃の運動不足を痛感する O「昔の人は本当に大変だったんだな」とあたりまえのことを口
には出さないがl人でふつふつと考えながら手を動かした。一体何リットルの汗をかいたのだ
ろう。最初鼻歌などを歌いながらの作業だ、ったが、 15分後にはそれをする余裕も無くなりみん
なの息使いだけが大きく聞こえる気がした。 2日目に最後の列を積み終えたときは、まだ火を
入れてないにもかかわらず、自分にとって最近感じたことのなかった異常な達成感があった。
しかしここからが本番、積んだ煉瓦を焼く。そのことを忘れ気味で喜ぶ甘い私は翌日おもいし
らされることになる。
次からは窯の中に薪を入れる。この作業、暑さとなにより、ものすごい煙の中での作業であ
った。感覚が麻庫し、暑さはじき慣れた。問題は煙である。私は喫煙者だが、「これできっぱり
やめれるかも…」と思っていた程のものであった。 薪が足りなくなる、その辺の木材をチェー
ンソーで切ってまた入れていく 。アウトドアーブームで慣らしていたつもりでいたが、その甘
い思いもまた崩壊。「昔の人は…」とまた l人で考えだし、「便利な世の中なもんだ」と偉そう
なことまで思っていた。しかしそんな作業もだんだんと慣れていき、女の子までチェーンソー
を操れるまでにもなっていた。 1日目の洋服を気にしていた自分はもうそこにはいなかった。
最後は工場の中川さんに任せて、なにわともあれ作業は終了し、私の初めての煉瓦焼きは幕
を閉じた。みんなで協力して作業をし、新聞にまで掲載される事を出来たという喜び、日頃の
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生温い生活をしている自分への反省など色々なことを経験、勉強した思いだ、った。
また、この課外授業でゼミの仲間とも親しくなれたのも嬉しかった。授業中などでも普段あ
まり話したことがなかった人と色々話ができ、仲良くなれたのもこういう機会だからこそと思
った。飲み会やコンパなどではあじわえない体を使った作業ならでわなのでしょ うね。
この4日間の経験は、私にとってあたりまえのごとく初めてのことばかり なので大変疲れて
しまったが、帰ってきて思い起こすと普通では決して味わうことのできない貴重で、 ある意味
賛沢な体験をしたのだなと思った。 私に色々なことを経験、学ばせてくれた近江八幡のホフマ
ン窯、次は何時、目を覚ましてくれるのだろうか。
［村浜 冬樹］
1997年8月21日金沢学院大学の2号館前に［水野ゼミ」の面々が何人か顔を見せている。こ
れから滋賀県近江八幡市に向けて出発するためである。
近江八幡市とは、琵琶湖の南に位置する都市で、ここは近江盆地なので、夏（8月21日から
24日）の暑さは金沢市以上である。そして、そこには30年ぶりに復原されようとしている煉瓦
で作られた「ホフマン窯」が水野ゼミの面々を待っている。当然目的としているのはそこであ
り、この窯が復原されるのはこの面々の手によってである。
僕はその日の朝身支度を終え、大きなパックを持って大学の2号館前にいった。するとそこ
には、先に来ていた四手井君と曽山君が他のみんなを待っていた。その後みんなが顔をそろえ
たところで、最後に水野先生が登場した。僕は、国元君の車に乗り込み、同じ車には、菅谷君
と岩野君が乗っていた。今思うと、近江までの道中、車の中ではしゃいでいた自分達が哀れに
おもえる。
近江に到着して、僕たちはそのままホテルにいき、その日は寝るだけだとおも っていたの
で、いきなりホフマン窯にいき作業をすると言われたときはおどろいた。 現場には実家から直
接友永くんが来ており、 その後橋本君も合流して作業が行われた。はじめはやはり要領がつか
めず作業がはかどらなかった。l日目の作業が終わる頃、みんなは疲れ果てていた。ホテルに
到着し、本当なら合宿というものはここからの夜の時聞が楽しいものなのにつかれでそれどこ
ろではなかった。そうこうしているうちにいつの聞にか眠りにつき 1日目が終わった。
22日の朝を迎え、外は相変わらずの快晴、そして僕たちは今日もホフマン窯にむかつた。 2
日目も昨日と同じ作業で、みんなで力を合わせ黙々と煉瓦を運び続けた。さすがに要領をつか
んできて、自然に役割が分担されていった。ある者は煉瓦を積み重ね、ある者はその積み重ね
られた煉瓦を窯の中に運び、またある者は窯の中で運ばれた煉瓦を丁寧に積み重ねていった。
（中略） そうして、その日の午後に窯にふたがされ、火が灯された。夜は交代制で、先発グル
ープと後発グループの2班に分かれ、僕たちが近江を離れるまで火はたきつづけられた。
暑かったり、煙たかったり、煉瓦の重さや、窯の中の臭さなど、いやなことばかり思い出す
けれど、よ くよく考えてみるとみんなで力を合わせたことなどよかったこともたくさんあっ
た。最後に会計報告の紙をも らい、それに目を通したとき、本当に一仕事終えたような満足感
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があった。
［向江亜希子］
ホフマン窯のある工場敷地内に到着したのは、8月21日の夕方でした。この日は、 朝9時30
分に大学を出発して、途中長浜市に立ち寄って町並を見学し、ここで昼食をとりました。そし
て再び、近江八幡市に向かいました。 この日も とても暑く、夕方といっても、まだ昼間の暑さ
が残っていま した。 車から下りて、窯を眺めると、窯全体に草が茂っているという感じでし
た。中の様子はというと、 真っ暗で何も見えませんでしたが、カビのような鼻をつく匂いが強
烈でした。この中にいることは、不可能だ、と思いました。
初日、これから作業をする窯を見て、 私はこのまま宿泊先へ行くものだとばかり思っていま
した。しかし、作業が始まったのです。作業の流れをいうと、広い窯を壁で仕切ったところ
に、乾燥した煉瓦をつめて入り口を閉じ、火を入れて焼くのですが、22日の夜には焚き始める
とのことで、早速煉瓦積みが始まったのです。長時間の車での移動と、 暑さと、思いもよらぬ
作業開始とで、初日から疲労はピー クに達していました。
22日、作業2日目。私たちは、 煉瓦を窯の中に運ぶ人と、窯の中で煉瓦を積む人とに分かれ
ました。煉瓦を積む人は、出来るだけ高く積まなければなりません。でも、地面が平らではな
かったので困難を極めました。地面を削って平らにしたりしました。作業は黙々と続けられま
した。単純な作業でしたが、炎天下の作業はみんなを無口にさせました。昼過ぎでしたでしょ
うか。窯の中が煉瓦でいっぱいになりました。煉瓦積みの作業終了です。このときの喜びはど
う表現すれば良かったでしょうか。窯の入り口を焼いてある煉瓦で蓋をし、泥でそれを覆いま
した。後は焼くだけです。窯の火は、 一晩中焚き続けなければならないので、私たちは2班に
分かれて、火の番をすることになりました。第l班が、夜に行われた火をつける作業に立ち会
い、翌朝まで焚き続けました。私は第2班だったので、火をつけるところを見ることはできま
せんでした。
23日、作業3日目。第l班と交代するために、宿泊先を後にしました。第l班の人から、昨
晩の窯の様子を聞きました。それは、窯の煙突がどうも詰まっていたらしく、煙が逆流し、と
ても窯の中にいることができなかったそうです。さすが30年間放置されてただけあるなあと思
いました。第1班と交代し、火を焚き続けました。午後になると、第1班がこちらに合流して
きま した。そして、みんなで窯の上から投炭作業を行いました。 その後、水野先生の見学者に
対する説明会が始まりました。私たちは、大きな木の陰のところで聞いていました。 この日の
火の番は、中川さんがしてくれるとのことで、私たちは宿泊先へ帰りました。長かった作業が
終わったのです。
24日、朝。 朝食を済ませ、宿泊先に別れを告げて、最後にもう一度、ホフマン窯を見に行き
ました。私たちの、苦労と、汗と、思い出が、あの窯の中に煉瓦といっしょに詰まっていると
思う と、少し、 しみじみしました。そして、その思い出は、今も私の部屋にオレンジ色の煉瓦
として、残っています。
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むすび
以上述べてきたように今回得ることができた数々の収穫は、有形 ・無形を合わせて広範な分
野に亙るものと理解される。今後も、より一層充実することが期待される生涯学習社会の構築
には、従来のような主として専業主婦層や高齢者向けなど楽しみと しての生涯学習だけではな
く、 より積極的に青少年のための、さまざまな体験カリキュラムが強く望まれる。そのような
今日的かっ将来的な課題を鑑みる時、本稿で報告したような試みは少なからぬ示唆を含むもの
と考えられる。
末尾になったが、この度の 「学生たちによる煉瓦窯復原操業」に際して実に多くの方々から
御協力をいただいた。 旧中川煉瓦工場ホフマン窯の所有者である中川家の皆様、地元船木町に
お住まいの方々、近江八幡市ならびに岡市教育委員会各位、全愛知県赤煉瓦工業協同組合、赤
煉瓦ネットワーク事務局、近江八幡ユースホステル、滋賀 ・京都両府県関係者ほかである。こ
れら多大なる御力添えを賜った皆様に、紙面を借りて心より感謝申し上げるものである。また
本稿で使用させていただいた旧中川煉瓦ホフマン窯の実測図は、東京大学生産技術研究所第5
部藤森研究室の資料である。重ねて感謝の意を表する次第である。
なお最後に筆者の極めて私的な謝辞を述べたい。今回の体験を機に、筆者は煙草と縁を切る
ことができた。その事情は次のよ うなものである。岩野君が、焼成中の窯から外へ出てきて自
分の煙草に火を点けた。真夜中の事なので火は、はっきりと見える。ところが彼は「この煙
草、火が点いていない」と言い出す。窯の中であま りにも激しい煙に喧せたため、煙草の煙が
感じられなかったのであろう。この一言を耳にした後、筆者は一度も煙草を口にしていない。
つまり一生吸うだけの煙を吸ってしまったことに気付いたのだ。結果的に煙草をやめさせてく
れた学生諸賢と古い煉瓦窯に心からの感謝を申し上げる。煙草のやめ方という容易でない課題
も、生涯学習社会における命題のひとつであろう。
注1）「ホフマン窯」水野信太郎、『日本煉瓦史の研究J水野信太郎、 法政大学出版局、1999年
3月31日、PP.190-227。「ホフマン窯J水野信太郎、『赤れんが物語』 水野信太郎、舞鶴
市立赤れんが博物館、 1993年11月6日、 PP.19-200「現存するホフマン窯の紹介」水野
信太郎、前掲『赤れんが物語.JPP.35-37。
注2）「湖東組の創立とその技術の系譜（国産煉瓦製造史の研究 3）」水野信太郎『日本建築
学会大会学術講演梗概集 （北海道）昭和61年8月』 日本建築学会、日本建築学会、昭和
61年8月、PP.745-746。「湖東組と近江の煉瓦」水野信太郎、前掲 『日本煉瓦史の研
究』 PP.82-87。「旧中川煉瓦（滋賀県近江八幡市）・明治末頃j水野信太郎、 前掲『赤れ
んが物語.JP.32。「歴史的れんが製造所マップ」 水野信太郎、前掲 「赤れんが物語JP.4 
5。「湖東組製造所れんが刻印」水野信太郎、前掲『赤れんが物語.JP.49。「大晋煉瓦製
れんが刻印」水野信太郎、前掲 『赤れんが物語』P.5la 
